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（４）シミュレーション結果 

シミュレーションの計算結果を以下へ示す。図２２は、本地域全体の避難者数及び避難完了率（避

難対象者総人口に対する避難者の合計数の割合）の推移を示している。１０分間で全体の 44.4％、

15 分間で 82.5％、最終的に 19 分で全避難対象者の避難が完了した。 

 

図２２ 避難開始から 1 分毎の避難者数及び避難完了率の推移 

 

次に、表１９に各津波時の避難先への避難者数及び収容率（収容可能人数に対する避難者数の割

合）を示す。地域住民のほとんどが避難目標地点及び「横見小学校」へ避難できるものの、一部地

域はいずれの避難先も遠く避難困難となるため、その地域にある既存の個人宅を新たに津波時の避

難先として設定し、避難する必要がある。さらに、経路によっては JR 盛土の高架部をくぐり抜け

畦道を通る避難が余儀なくされる箇所もある。 

次に、図２３～図２８にシミュレーション結果の各戸の避難先（避難可能時間内に避難可能な津

波時の避難先）別色分け図、所要時間（避難に要する時間）別色分け図を示す。ただし、シミュレ

ーションでは、住宅街等で複数の避難先が混在する場合には、地域のまとまりを考慮し、まとまっ

た避難先になるように調整した。ここで横見幼稚園については、施設利用者の大半が長距離移動が

困難と考えられるため、近隣の津波避難ビルである「横見小学校」に避難するものとした。 

 

避難に多くの時間を要する地域については、状況に応じて近隣の避難先へ避難するなど、複数の

避難先を検討しておくことが望ましいが、選択できる避難先は少ないためその避難先を確保するこ

とが重要となる。 

なお、避難行動要支援者毎の津波時の避難先については、策定を進めている個別計画で別途検討

し定めていくこととなっている。 
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表１９ 津波時の避難先への避難者数 

 

 

中野島総合センター周辺 1,088 * -

大京原集会所周辺※１ 155 * - 那賀川地区

とみおかの里 0 * - 富岡地区

国道５５号那賀川大橋※2 267 4,800 5.6% 歩道、4車線化工事中

横見小学校 北校舎 ２階以上※3 461 770 59.8% 市指定

横見小学校 南校舎 ２階 166 166 100% 市指定

横見小学校 西校舎 ２階 137 137 100% 市指定

琴江川マンション ２階以上 5 157 3.0%

市営中川原団地１号棟 ２階以上 11 54 19.8%

市営中川原団地４号棟 ２階以上 13 54 23.1%

市営中川原団地６号棟 ２階以上 14 54 25.9%

阿南市役所　１階 54 750 7.2% 富岡地区　市指定

リッチ・de阿南PARTⅡ ２階以上 49 662 7.3% 富岡地区

吉田氏宅２階以上 83 88 93.9%

谷越氏宅２階以上 199 200 99.3%

総計 2,698

※1『大京原集会所周辺』の避難者数は那賀川地区の57人を含む

※2『国道５５号那賀川大橋』の避難者数は本地域の避難者数のみを計上している

※3『横見小学校北校舎2階以上』の避難者数は那賀川地区の109人を含む

備考

*避難対象地域外のため収容可能人数に制限を設けない。

避難先名 避難者数
収容可能

人数
収容率
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横見境

浜田

西畭

元久保

大原

須サキ

中筋

六反地

南久保

浜田

東畭

北久保

問屋前

堤外

本原ケ崎

堀川床

九反ケ坪

宮原

元村

高田

佃町

船倉

南高田

筑前

走寄

火屋ケ原

横枕本荘ケ内

室ノ内

天神前

万石

宮ノ北

天神原

土倉

北通

高原

野神

トサキ

宝田

長岡東

豊田

蛭子面

願能地東

前田

五反地

北裏

上浜田

那賀川町中島

第住町

東仲町

中川原

内町東新町 トノ町

畑中前

高川原

畑中下

下畭

霜ケ谷

車ノ口

高川原須崎

中川原

川原

中川原

西新町

西仲町

南高川原

願能地西

下木戸

上木戸

高川原

長岡

畑中上

長岡後

前長岡

上畭

谷越氏宅２階以上

吉田氏宅２階以上

市営中川原団地１号棟 ２階以上

市営中川原団地４号棟 ２階以上

市営中川原団地６号棟 ２階以上

琴江川マンション ２階以上

阿南市役所 １階

北校舎 ２階以上

南校舎 ２階
西校舎 ２階

国道５５号那賀川大橋

とみおかの里

リッチ・de阿南PARTⅡ
２階以上

中野島総合センター周辺
横見小学校

国道５５号那賀川大橋

津波時の避難先

シミュレーション対象外（通行不可）

避難経路の種別

町界

階段（狭い）

坂（広い）

平地（狭い）

避難到達ポイント

橋（狭い）

坂（狭い）

平地（広い）

橋（広い）

階段（広い）

避難対象地域

津波避難シミュレーションにおける
各戸の避難した避難先

200m0 10050 150

中野島総合センター周辺

大京原集会所周辺

谷越氏宅（２階以上）

阿南市役所（１階）

吉田氏宅（２階以上）

リッチ・de阿南PARTⅡ（２階以上）

横見小学校（２階以上）

避難経路については、シミュレーションに用いる経路を示しているが、狭隘な経路

もあり災害時の通行の可否については不明なため、通行には注意が必要である。 

 
図２３ 津波避難シミュレーション結果 

（避難先別・その１）
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今市西の口

今市上ノ原

日の本

中川原
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高川原

畑中下

下畭

霜ケ谷

登先

里ノ前

八剣

高川原須崎

北条

川原

今市久世ケ

中川原

今市金剛寺

南高川原

願能地西

下木戸

上木戸

高川原

長岡

畑中上

長岡後

前長岡

上畭

弁財天西

蛭子面

那賀川町
大京原

中野島総合センター

大京原集会所周辺

市営中川原団地１号棟 ２階以上

市営中川原団地４号棟 ２階以上

琴江川マンション ２階以上

北校舎 ２階以上

南校舎 ２階
西校舎 ２階

大京原集会所周辺

中野島総合センター周辺
横見小学校

津波時の避難先
シミュレーション対象外（通行不可）

大京原集会所周辺

避難経路の種別

橋（狭い）

坂（狭い）

橋（広い）

平地（広い）

階段（広い）

避難到達ポイント

避難対象地域

町界

階段（狭い）

坂（広い）

平地（狭い）

津波避難シミュレーションにおける
各戸の避難した避難先

200m0 10050 150

横見小学校（２階以上）中野島総合センター周辺

避難経路については、シミュレーションに用いる経路を示しているが、狭隘な経路

もあり災害時の通行の可否については不明なため、通行には注意が必要である。 

 
図２４ 津波避難シミュレーション結果 

（避難先別・その２）
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中原
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北別当
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避難経路の種別
平地（狭い）

町界

避難対象地域

階段（広い）

橋（広い）

平地（広い）

坂（狭い）

橋（狭い）

坂（広い）

階段（狭い）

避難到達ポイント

200m0 10050 150

避難経路については、シミュレーションに用いる経路を示しているが、狭隘な経路

もあり災害時の通行の可否については不明なため、通行には注意が必要である。 

 
図２５ 津波避難シミュレーション結果 

（避難先別・その３）
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市営中川原団地４号棟 ２階以上

市営中川原団地６号棟 ２階以上

琴江川マンション ２階以上

阿南市役所 １階

北校舎 ２階以上

南校舎 ２階
西校舎 ２階

国道５５号那賀川大橋

とみおかの里

リッチ・de阿南PARTⅡ
２階以上

中野島総合センター周辺
横見小学校

避難に要する時間（分）

津波時の避難先

シミュレーション対象外（通行不可）

避難経路の種別

町界

避難到達ポイント

坂（狭い）

避難対象地域

階段（広い）

橋（広い）

平地（広い）

橋（狭い）

坂（広い）

階段（狭い）

平地（狭い）

200m0 10050 150

避難経路については、シミュレーションに用いる経路を示しているが、狭隘な経路

もあり災害時の通行の可否については不明なため、通行には注意が必要である。 

 
図２６ 津波避難シミュレーション結果 

（所要時間別・その１）
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横見小学校

避難に要する時間（分）

シミュレーション対象外（通行不可）
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避難経路については、シミュレーションに用いる経路を示しているが、狭隘な経路

もあり災害時の通行の可否については不明なため、通行には注意が必要である。 

 
図２７ 津波避難シミュレーション結果 

（所要時間別・その２）
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避難経路については、シミュレーションに用いる経路を示しているが、狭隘な経路

もあり災害時の通行の可否については不明なため、通行には注意が必要である。 

 
図２８ 津波避難シミュレーション結果 

（所要時間別・その３）
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６ 津波時の避難先の課題 

本地域内には津波時の避難先が点在するものの、各自が近い避難先に避難すると、避難先から遠

い地域の住民が避難できなくなる可能性がある。そのため、避難先に優先度を設けた計画的な避難

行動が必要となる。優先度は津波から、より遠く、より安全な場所へ避難するために設定している

ものが多く、避難した避難先の優先度が高いほど津波の影響を受けにくい状況となる。 

一方、本地域内の一部では避難先を選択する余裕がなく、避難先が限定される場合がある。その

場合には、その避難先の避難スペースを確保する必要がある。そのためには、その避難先周辺の住

民は、より津波から遠ざかる方向の避難先等へ計画的に避難し、地域の住民全員が避難できるよう

努めることが求められる。 

 

これまで述べた通り、本計画で示す各戸の避難先は、現状の避難対象者の分布において、避難対

象者全員が津波到達予想時間内に効率的に避難できることを目指して計画している。ただし、地震

発生時の怪我や避難経路の被害（家屋やブロック塀の倒壊、液状化等）状況については、考慮して

いない。そのため、実際に地震発生後の避難の状況は、通常の避難行動がとれない人が増加するお

それがあることから、シミュレーションによる避難先の他にも近隣の津波避難ビルを平常時から把

握し、臨機応変に対応し、避難ができるよう備えておく必要がある。 

加えて、本計画で示された津波時の避難先だけでなく、基準水位より高い近くの高台や津波避難

ビルの要件を満たす建物（基準水位よりも高い階層を持つ昭和５６年以降の新耐震基準を満たす鉄

筋コンクリート造または鉄骨鉄筋コンクリート造の建物）も、逃げ遅れた場合に有効であるため、

周辺の同建物を把握しておくことが望ましい。 

 

なお、先に述べた通り、避難行動要支援者の津波時の避難先等については、支援者となる消防機

関、民生委員、社会福祉協議会及び自主防災組織等と協力しながら個別計画を策定し、避難行動要

支援者一人一人の避難行動の支援活動を推進していく。 
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第４章 今後の取り組み                     

１ 津波避難訓練 

津波避難訓練は、継続して行うことが必要であるため、地域全体で少なくとも毎年 1 回ずつ定期

的に実施することが望ましく、できる限り多くの人に参加してもらうよう周知・啓発に努める。ま

た各自主防災組織等の個別訓練についても、計画的に実施することが望ましい。 

訓練では、これまで実施してきた内容に加えて、本計画に基づく津波避難訓練を実施し、自宅か

ら避難先までの避難経路及び避難に要する時間を確認する。 

さらに、各個人に対しても積極的な訓練参加、体力づくり及び通路の確保（通行の妨げとなる物

を取り除く等）等の啓発を推進していく必要がある。 

また、本計画では地震発生直後に、まず津波から逃れるための一時的な緊急避難を計画したもの

であるため、被災後に避難生活をするための避難所の周知や運営について今後検討する必要がある。 

 

２ 避難行動要支援者の対策 

避難行動要支援者の避難支援対策については、要支援者が自らの安全は自ら守る“自助”と地域

（民生委員、自主防災組織、町内会、自治会、近隣住民等）の“共助”が基本となる。 

このため、要支援者自身とその家族にも、各自の状況に合わせた避難方法の検討を行ってもらう

とともに、地域と積極的に交流を図ってもらう。また、地域もその状況を把握したうえで具体的な

避難支援方法を検討し、互いに協力しながら避難支援体制の強化に取り組んでいく。（個別計画の

策定） 

 

３ 自主防災組織の結成促進 

阿南市全域における平成３０年４月１日現在の自主防災組織結成率は、98.13％（全 30,767

所帯のうち 30,192 所帯（231 組織）が各自主防災組織の活動範囲内）である。 

阿南市では、地域ごとの各組織の上位に公民館単位（１４地区）の協議会を、さらに１４協議会

による連合会組織を構成し、発災時には自主的・積極的な防災活動の輪が広がる自主防災組織づく

りに努めている。各組織では、県の寄り合い防災講座や防災に関する講演会等の参加で、防災対策

の知識習得に努めながら、定期的に防災訓練も実施している。今後も自主防災組織の組織率１００％

を目標に、市民への防災啓発を図る。 

なお、阿南市では自主防災組織を新規設立された場合や、結成されている自主防災会ごとに、防

災備品や補助金を交付し、防災資機材の充実と防災活動の活性化を図っている。 

１） 自主防災組織設立支援（ヘルメット等防災備品の支給） 

２） 自主防災組織の活動補助（補助金の交付） 

３） 避難路・津波時の避難先整備に係る原材料等支給 

 

ここで、自主防災組織の主な活動内容は、以下の通りである。 

ａ．災害時にあっては、地区内の警戒、被害状況の把握・伝達、出火防止と初期消火、救出・救

護、避難命令の伝達・誘導、給食・給水、避難所での衛生管理等を行う。 
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ｂ．平時においては、防災知識の普及、防災資機材の備蓄・点検、危険箇所の把握を行う。また、

二次災害で大規模災害の原因となりやすい火気使用器具や火災警報器等の点検整備を定期的に

実施する。 

ｃ．自主防災活動は、長期に渡り、その時々の反省を踏まえながら、継続的に行われることが必

要であり、活動のマンネリ化、参加者の減少化や固定化を打破するための、工夫をこらした自

主防災活動を推進する。 

 

４ 建物・家具の耐震対策 

阿南市が実施する以下の事業も活用しながら、個人の住宅や民間建築物の耐震診断・耐震化、家

具の転倒防止対策等を行い、地震時に怪我をせず、津波時にすみやかに避難できるよう備える。 

 

阿南市 建設部 住宅・建築課 

〒774-8501 阿南市富岡町トノ町 12 番地 3 

TEL：0884-22-3431 

 

（１）阿南市木造住宅耐震化促進事業 

阿南市では、大地震による住宅の倒壊等の被害の軽減を図ることを目的とし、以下の補助事業

を実施している。 

【耐震診断及び耐震補強計画（耐震診断等）】 

【住まいの安全・安心なリフォーム支援事業】 

【耐震改修支援事業】 

【住宅の住替え支援事業】 

 

 

 

 

 

 

（２）阿南市住宅リフォーム補助金 

【対象とする工事】 

 現に居住の用に供する部分について行うリフォーム工事を対象とする。 

【対象とする住宅】 

  阿南市に住民登録を行っている（行う予定を含む）者が居住する住宅で、申請時において建築

後５年以上経過した住宅。ただし、マンションなどの集合住宅は専有する部分、店舗などの併用

住宅は居住部分のみを対象とする。 

 

  

※耐震改修促進税制について 

住宅の耐震改修をする場合、補助金に加えて

税制上の優遇措置を受けることができます。 

 ・ 所得税の特別控除 

 ・ 固定資産税の減税措置 
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（３）阿南市危険廃屋等除却支援事業 

 市民の安全・安心の確保並びに住環境の改善及び良好な景観の促進を図るため、危険廃屋等の除

却等に対し、補助金を交付している。 

【対象となる危険廃屋等】 

阿南市内にある木造又は鉄骨造等の住宅で、次のいずれかに該当するもの。 

１ 申請時において現に使用されておらず、かつ今後も使用する見込みのないもの 

２ 空き家であるかどうかを問わず、著しく老朽化していると認められるもの 

（住宅地区改良法施行規則第１条 第１項第１号及び第２項による住宅の不良度が１００点以上のもの。）  

 

（４）阿南市民間建築物耐震化支援事業 

 阿南市では、発生が予測されている南海トラフの地震対策として、一戸建て住宅と長屋を除く民

間建築物を対象に耐震診断と耐震改修の支援を行っている。 

【耐震診断事業】 

【耐震改修事業】 

 

（５）阿南市危険ブロック塀等撤去支援事業 

 阿南市では、道路等に面した危険性の高いブロック塀等の撤去に係る経費の一部を行っている。 

【補助金額】 

補助対象経費の５分の４かつ上限８万円 
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５ 非常持ち出し品・備蓄品の準備 

 阿南市が平成 26 年３月に作成し、全戸配布した「南海トラフ巨大地震・津波にそなえて 津波

防災マップ」には、非常時の持出品リストを掲載している。本誌を参考に、災害時に備えて準備を

しておく。 

 

図２９ 減災グッズリスト（阿南市津波防災マップ（平成 26 年 3 月）より抜粋） 
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６ 定期的な計画の見直し 

 本計画を基に、津波避難訓練を実施するとともに、津波時の避難先の増減や訓練結果を踏まえて、

地域の実状にあった、より良い計画へ今後更新していく。 
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[自主防災組織一覧]（平成３０年４月 1 日現在） 

 長岡自主防災会 

 横見・中島・住吉地区自主防災会 

 横見町畑中地区自主防災会 

 自主防災横見町をきれいにする会 

 上中町南島地区自主防災会 

 上中町中原地区自主防災会 

 柳島地区自主防災会 

 上中町岡地区自主防災会 

 大京原地区自主防災会 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿 南 市 危 機 管 理 部 危 機 管 理 課 

〒７７４-８５０１ 

徳島県阿南市富岡町トノ町 12 番地 3 

ＴＥＬ（０８８４）２２－９１９１ 

ＦＡＸ（０８８４）２８－９８８４ 

 


